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2……市営住宅入所者募集　 3……ごみの日程表
4・5……ごみの出し方・分け方
7……いきいきスポーツ教室参加者募集　　8……10月の相談

　

　観阿弥創座の小波田の地で、地元先輩の皆さんが
市観阿弥顕彰会を立ち上げられて、今年で創立50周
年を迎えました。毎年11月に観阿弥ふるさと公園の
舞台で謡曲・仕舞・子ども
狂言などを披露する観阿弥

祭を継続して実施しています。
　名張が能文化発祥の地であることを知らない
人も多いと思います。何もしないと文化は廃

すた

れ
てしまいます。これからも発祥の地として名張
の宝を守り続けていかなければなりません。

発祥の地として守り続ける
名張市観阿弥顕彰会 会長　山中　功

つとむ

 さん
んが
50周
園の

　能楽の大成者である観阿弥が座をおこしたと言われているの
が小波田です。観阿弥の偉大な功績と能文化を継承しようと昭和
44年（1969 年）に発足した市観阿弥顕彰会は、今年 50周年
を迎えます。能楽のふるさととして市民の皆さんにて市民の皆さんに知っていただ
くため、「名張薪能」を開催します。め、「名張薪能」を開催します。
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鑑賞無料
  自由席

10月13日日午後5時30分～

  文化生涯学習室　文化生涯学習室　  63‐7892 63‐7892

名張市役所 市民広場
※雨天の場合　ads ホール（松崎町）

場所
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狂言「清
し み ず

水」　市観阿弥顕彰会 名張子ども狂言の会

観阿弥創座の地 

　

　　
　私たちは幼稚園に入るころから狂言をしていま
す。小さい頃は意味も分からず、先生に合わせて
セリフを言う練習をしていました。ストーリーに
オチと笑いがある狂言の

面白さが分かってきたのは、中学生になってか
らです。歴史ある芸能が今の時代も続いている
ことはすごいことだと思います。何度も舞台に
立ってきましたが、薪能の舞台は初めてです。
緊張すると思いますが、観客の皆さんに笑って
もらえる楽しい狂言を披露したいです。

薪能に出演。観客の皆さんを笑わせます
名張子ども狂言の会　 福島 満

ま き

紀さん（北中3年・右）    　
　　　　　　　　　　　    竹島 彩

さ ゆ

結さん（北中3年・左）

　

　市観阿弥顕彰会の創立 50周年と市制施行 65周年
の記念事業として開催する「名張薪能」に、多くの企
業や団体の皆さまからご協力いただきましたことに厚
くお礼申し上げます。
　能は、室町時代から人々

にとって娯楽であり、生きる喜びにつながるも
のだったと思います。月明かりの下で火をたい
て行う薪能は、能を観賞するに最もふさわしい
イベントです。鼓や笛が響く中、プロの能楽師
が披露する幽玄の舞台を多くの市民の皆さんに
ぜひ鑑賞してほしいです。　

幽玄の世界をお楽しみください
 名張薪能事業実行委員会 委員長 　森本 孝子 さん

名 張 薪 能

狂言「千
ち ど り

鳥」　出演／茂山 七
し め

五三、茂山 宗
もとひこ

彦、鈴木 実　

午後5時30分～

※今回、市の記念事業の開催につき、宇流冨 
  志禰神社所蔵で三重県指定有形文化財の  
  能面 2 面を特別に使用いたします。

　「名張薪能」を企画・出演する人たちをご紹介します。　「名張薪能」を企画・出演する人たちをご紹介します。
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さんこうじょう

光尉」
　  ( 桃山時代 作）

「大
おお

べし見
み

」
　(江戸中期 作）
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火 入 れ 式 午後6時～

  能   「野
の も り

守」　出演／（シテ）上
うえの

野 朝
ともよし

義、  （ワキ）福
ふくおう

王 知
ともたか

登 ほか


